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要         旨 

本論文は、複数ある膵臓消化酵素の中で、脂質を分解するヒト膵リパ

ーゼを、大腸菌を用いて活性酵素として発現する系を確立した。天然膵リ

パーゼは疎水性活性部位を持つ事、ならびに N-型糖鎖修飾を有する特質

があるため、本論文では糖鎖修飾系を持たない大腸菌で発現した膵リパー

ゼと天然酵素との特性の差異を、物理化学的、生化学的に詳細に比較解析

した内容である。 

本論文では安価で大量調製が容易な大腸菌を用いて、天然と同等の脂質

分解活性を有する酵素の調製方法を確立し、得られた酵素の特性を解析

し、膵リパーゼを修飾する糖鎖の役割を、熱安定性と生化学的情報分子と

しての両視点から解析した内容である。 

審査の過程では、研究背景、測定方法や実験条件の詳細、実験結果の

解釈の適切性、結果の生物学的･医学的重要性等について質問され、申請

者はこれらの質問に的確に答え、実験結果と関連文献の調査に基づいた

自己の見解を示した。また、緒言、考察の図や説明に関しても、申請者

は修正や追加を行った。 

以上の経緯を踏まえ、本学位論文は、大腸菌で発現したヒト膵リパー

ゼの特性の解明と将来の産業・医学応用の可能性を示した点で、学術的

意義ならびに社会的意義も含むことを、審査委員会で審議し確認した。 

なお、本論文の内容の一部に関しては、既に申請者を第一著者とし

て、英文国際誌に掲載されており、国内外の複数の学会やシンポジウム

において、本人が口頭・ポスターにより発表している。 

以上の実績からも明らかなように、本人は十分な研究能力、英語論文

作成と討論の能力を持つ点も評価できる。本審査委員会は、2 月 21 日

(木)14 時から、お茶の水女子大学理学部会議室にて行われた最終試験に

おける結果も考慮して、本論文が本学大学院人間文化創成科学研究科に

おける博士（理学）、Ph. D. in Biochemistry の学位を受けるに相応す

るものと判断し、合格とした。 
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インターネット

公表 

○ 学位論文の全文公表の可否（ 可 ・ 否 ） 

 

○ 「否」の場合の理由 
 
ア．当該論文に立体形状による表現を含む 

イ．著作権や個人情報に係る制約がある 

ウ．出版刊行されている、もしくは予定されている 

エ．学術ジャーナルへ掲載されている、 

もしくは予定されている 

オ．特許の申請がある、もしくは予定されている 
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